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【編集後記】

　東京大学ヒューマニティーズセンター（HMC）より、Humanities Center 
Booklet, Vol. 7をお届けします。
　本号は、2020年７月31日にオンラインで行われたHMCオープンセミナー
第25回「顔の実験心理学（2）― 顔では決まらない顔の印象」の講演録です。
人の顔の印象は顔の外見的特徴だけに依存しているわけではないという仮説
に対して、衛生マスク、環境温度、二者関係という側面から論証する興味深
い内容となっています。
　セミナー開催ならびにブックレット作成に当たって、コーディネーターの鈴木
敦命氏（東京大学人文社会系研究科・准教授）をはじめ、宮崎由樹氏（福⼭⼤
学・准教授）、大江朋子氏（帝京大学・教授）、上⽥祥⾏氏（京都⼤学・特定講
師）には、企画段階からご尽力いただきました。また、本号の文字起しに当たり、
速記センターつくば様にご尽力いただきました。改めて厚く御礼申し上げます。
� HMC事務局（川村朋貴）
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